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challenge
項目 選択した理由 現状分析 解決目標 解決方法 期限

事業所内の活動だけでな
く、地域との交流や社会参
加のスキルを上げる活動
が取り入れられていますか

部署内で解決できそう
なところを選択した。
その他の項目は事業
所全体で話し合い決
め
ていくべき項目だと考
えた。

日々の療育の中で、なるべく地域に出かける
ようにしている。店員とのやりとりや、公園で
他児と遊具の共有などを行っている。

療育の目的やね
らいを理解しても
らう。
地域に参加する
機会を増やす。

グループ療育の中で公園やスーパー、公共交通機関の
利用などは実施できているが、社会参加としては今まで
保護者に説明できていなかったので、フィードバックの中
で保護者へ明確なねらいや地域交流の視点を説明してい
く。
地域の活動やイベントの情報を集めて、療育に繋げるな
ど参加を検討していく。
古賀特と地域のお子さんの交流も今後検討していく。

1年

利用児童や保護者からの苦情
について、対応の体制を整備
するとともに、利用児童や保護
者に周知・説明し、苦情があっ
た場合に迅速かつ適切に対応
していますか

上記同様。

個人情報により全て掲示できない等の問題
や管理者としてどこまで周知させるかの判断
があるため難しい。

・Challengeは兼任職員が多い為勤務時間が
合わず、個々でしか話ができていない。
※事業所としての取り組みの違いがある。

苦情等について
の対応・説明に
ついての共通理
解ができるように
なる。

Challengeは、報告ルートを明確にして、全員に伝わるようにして
いく。内容によっては、全員参加して話し合う機会を作っていく。
各事業所でサービスの内容の違いは何かを職員が共通理解を
計り、保護者へ説明できるようにしておく必要がある。
月に1回放デイの合同会議を行う。話し合った内容、解決に繋
がった経過をまとめることでマニュアル化をしていく必要がある。
日頃から保護者の要望を聴き取り、コミュニケーションを密にとっ
ていく。

1年

非常災害の発生に備え、
定期的に避難、救出、その
他必要な訓練が行われて
いますか

上記同様。 定期的な実施には至っていない。
年に1回必ず防
災訓練を行える
ようにする。

日常の療育や活動の中で、子ども自身の危機管理を促し
ていく。また、緊急時に対応できるように、日頃から子ども
と職員との信頼関係を築き、児の特性を理解しておく。
長期休暇中にchallengeは「ほしっこG」で実施したいと考え
ているため、グループの保護者に協力の打診を行ってい
く。子どもがいなくでも部署研修の中で職員だけで練習を
行っていく。（定期的に放デイ合同で役割を決めて実施を
行う。）

毎回
フィード
バックの
中で、丁
寧な説明
と対応を
行ってい
く。


